
vol.310



図書館では、０．１．２歳の子ども
たちのためのおはなし会を月に２回開
催しています。毎月第２日曜日と第４
水曜日の午前11時からです。

7ヵ月健診の時に実施されているブック
スタート事業の時に宣伝をさせていた
だいているので、毎回小さなお子さん
を連れてママたちから参加して頂いて
おります。パパもおばあちゃんもね。

私も毎月一回担当させてもらっていま
すが、わらべうたとか、手遊びが得意
ではないので、毎回絵本を選ぶのに苦
労しています。その時の、絶対的支援
者（？）、強力な助っ人を今回は紹介
させていただきます。それは、だるま
さんとパンダさんです。まずは、だる
まさんの絵本から。『だるまさんが』
（かがくいひろし作 2008年刊 ブロ
ンズ新社）を紹介します。刊行以来、
絶大な支持を受けている本ですので、
子どもに関わる多くの大人の方が知っ
ている本です。内容は、「だ、る、ま、
さ、ん、が」の文字のある見開きの
ページに、かわるがわるに片足を上げ
て右左と体を揺らしているだるまさん
の絵が。そして、次のページには、
「どてっ」ところげたり、「ぷしゅ」
とつぶれたり、「ぷっ」としつれいし
たりするだるまさんが描かれています。
この絵本を読むと、子どもをひざに
だっこしたまま、ママさんたちの体が、
自然に揺れています。「おー。楽しそ
う」と毎回思います。

そしてパンダさん絵本は、「パンダな
りきりたいそう」（いいやまさとし作
2016年刊 講談社）。これも、少し高
度になりますが、ぴょんと飛んだり、
まるまったり、やっぱり一緒に楽しん
でくれます。読み手と聞き手の気持ち
が、ググっと近づき、「絵本楽しい
♡」の気持ちのまま、次の絵本を読め
ば、楽しい時間を過ごすことができま
す。

きっと、おうちでひざにだっこして読
んでも、体が自然に動くのかな？と思
います。小さい子と絵本とのかかわり
は、楽しいリズムや、見たことある動
物、美味しそうな食べ物など、子ども
の心に響くものがあると、楽しくなっ
てくるのでないでしょうか。

だるまさんにも、パンダさんにも、シ
リーズ本があって、どれもよく読まれ
ています。ぜひ、手に取ってみてくだ
さいね。
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